
令和３年度 第２回学校運営協議会（静岡県立中央特別支援学校との合同開催） 報告 

 

日時：令和３年６月 24 日（木）10:00～12:00 

                     会場：静岡県立中央特別支援学校 

構成メンバー 

 本校の学校運営協議会委員：協同組合 静岡流通センター 専務理事 

              麻機地区自治会連合会 防災委員長 

              静岡市障害者協会 常務理事 

 

 本校職員：校長、副校長、教頭、事務長、部主事（小、中、高）、教務課長 

 

 中央特別支援学校の   ：静岡大学 準教授 

学校運営協議会委員   社会福祉法人つばさ静岡 療育部長 

              静岡県立こども病院 地域連携室 室長補佐 看護師長 

            静岡市 あさはた緑地交流広場 指定管理者 管理事務所長 

              ＰＴＡ会長 

 

 中央特別支援学校職員：校長、副校長、教頭、事務長、部主事（小、中、高）、 

病院・訪問主任、寮務主任、寄宿舎チーフ、教務課長 

 

内 容  

【全体会】 

１ 両校校長挨拶 

２ 両校運営協議会委員顔合わせ 

 

【分科会】両校の委員が互いに学校参観 

１ 静岡北特別支援学校の校内参観 

２ 静岡北特別支援学校の概要説明 

３ 意見交換 

※今回は中央特別支援学校との合同開催であったため、本校を参観された中央特別支援学校

の協議会委員の方々からいただいた御意見とそれに対する回答（→）を掲載いたします。 

 

 ・児童生徒の発達段階に沿った指導が行われていた。 

 

 ・精一杯頑張る姿を目指しているが、頑張る姿を求めると、頑張らせ過ぎてしまう。どの

ようなバランスで取り組んでいるか。 

 →合言葉は、本校開校から受け継いでいる言葉であるが、「せいいっぱい」という言葉は

当時の関係者が「どうしても入れたい言葉」として加えたと聞いている。「子どもたち

が持ち合わせた能力をいかに発揮させることが大事なのでは」という思いから入れたと

のことである。その子の持っている力がどこまであるのか、その子の障害、その場の状

況などを把握して指導している。 

 

 ・学校が考える「知的障害のある方の豊かな生活」とはいかなるものか。 



 →卒業後の進路先で「よく働いてくれる方は、学校時代を充実して過ごせた方」「趣味を

たくさん持っている方は、学校時代から様々取り組まれている方」と言われることがあ

る。就労生活と家庭・地域生活とをバランスよく保てることが大事だと考えている。 

  

 ・各学部が学部目標に沿って取り組めていた。また、いろいろ工夫しながら取り組んでい 

る様子を見ることもできた。 

  

 ・中学部の職員室で見た退勤予定時刻の記入等による働き方改革への取組が良かった。 

 

 ・中央特支 も、静岡北特支も、校舎の老朽化を感じる。移転や改築等の計画はないか。 

 →静岡地区の知的障害特別支援学校については、清水分校と南の丘分校、清水特別支援学

校（清水分校は閉校となる）が設置されてきた。県の整備計画には、静岡地区に知的障

害特別支援学校の新設が挙げられている。先ごろ、静岡視覚特別支援学校の敷地内に、

という報道があったが、開校年度は示されていない。 

 

 ・小学部の「遊びの指導」の授業で、子どもたちが汗まみれになって楽しそうに取り組ん

でいる姿が印象に残った。 

 

 ・高等部の生徒の挨拶が、とても丁寧で、しっかりしていた。 

  

 ・特別支援学校で行われている、その子に合った学習内容や指導方法は素晴らしいが、一

般の人たちは知らない。不登校や発達障害の相談に応じる中で、保護者の特別支援学校

への理解不足や誤解が多いと感じる。そのような保護者にも知ってもらえると良い。 

 

 ・子どもたちが楽しいと思える居場所作りはとても大切である。 

 

 ・小学部の児童が生き生きと遊ぶ様子が印象的だった。また安全に配慮された遊具や教員

配置を見ることができた。 

 

 ・児童生徒一人ひとりの特性に応じた取組がなされている。特別支援学校だけでなく、す

べての教育現場に広がってほしいと思う。 

 

 ・あさはた緑地には、インクルーシブ遊具が設置されている。こうしたハード面の充実だ

けでなく、ソフト面（緑地スタッフの来場者への対応等）の充実も図る必要があると感

じている。そこで、公園のスタッフにも学校を見学させてもらえるとうれしい。スタッ

フが対応の仕方について学べると良いと感じた。 

 

 ・高等部作業班の製品の物販や公園の草取り等で本校と協働できるとうれしい。 

 

 ・先生方がパワフル、おもしろい、元気がよく、はっきりした声で話していると感じた。 

  その一方で、先生方は働きすぎではないかと思っている。先生方には元気でいてほしい。

先生方が元気だと、子どもたちが元気になる。 

 



 ・密に気を付けながら、活動を工夫していた。 

 

急な日程変更により、当日お越しいただくのが難しかった２名の本校運営協議委員の方には、 

前日に来校していただき、学校運営について、貴重なご意見を伺いました。 
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